
1. 回答数

回答有

回答無
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回答率 24.5% (156/636)

回答率 20.5% (39/190)

回答率 12.3% (205/1673)

回答率 20% (153/773)

回答率 17% (553/3272)

(1) 学部ごとの回答率 (2) 回答者内訳（学部，卒業年度，性別）
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３. 卒業後キャリアを形成する際に大学時代に大切だと思う行動

（名）0 100 200 300 400 500
①専門分野の学習を深める

③授業にまじめに出席する

④ゼミの学習に打ち込む

⑤多くの友人を作る

⑥教員と多くコミュニケーションをとる

⑦クラブ ・ サークル活動に打ち込む

⑧アルバイトを経験する

⑨ボランティアなど社会経験を積む

⑩自分の好きなことに打ち込む

⑪多くの本を読む

②幅広くいろいろな分野を学習する

大切でない あまり大切でない やや大切である 大切である 回答無

［以下 教育（教育学部）・地域（地域科学部）・工学（工学部）・応生（応用生物科学部）と表記する］

２. 卒業生の就労業界（回答無を除く）

①製造業　②電気・ガス・熱供給・水道業　③卸売業・小売店・飲食店　④金融・保険業　⑤情報サービス・調査・広告業

⑥教育・研究　⑦医療・社会福祉　⑧建設業　⑨運輸業　⑩通信業　⑪農林業・水産業・鉱業　⑫協同組合　⑬公務員　⑭その他

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 計

教育 6 0 0 3 1 95 4 0 0 1 0 0 20 3 133

地域 4 0 3 4 4 1 0 2 0 2 0 0 13 2 37

工学 103 3 1 5 0 16 7 4 17 1 2 1 0 28 199

応生 43 1 4 2 5 17 9 6 0 0 8 2 31 5 135

　全回答者 553 名中，現在就職している 504 名の就労業界は以下の通りである（2 名回答なし）。

　卒業後キャリアを形成する際， 全学部を総合する

と大学時代に 「⑤多くの友人を作る （65％）」

「①専門分野の学習を深める （59％）」

「②幅広くいろいろな分野を学習する （55％）」 の順

で大切であると考えている卒業生が多かった。

学部別の大切であると考える上位 3 つは以下の通り

であり， 地域のみ⑧・⑩が挙がっていた。

 ・ 教育 ： ①76％　⑤66％　②54％

 ・ 地域 ： ⑤72％　⑧・⑩67％

 ・ 工学 ： ⑤61％　②57％　①52％

 ・ 応生 ： ⑤65％　①56％　②54％

　2015 年 8 月に各学部の 2000，2005，2010 年の卒業生 * を対象に，「卒業生からみた在学生のキャリア教育に

関する実態調査」を実施しました。20 代，30 代の若い先輩方に学生時代を振り返っていただき，キャリアを形成する上

で学生時代に大切だと思うことを答えていただきました。

* 地域科学部は 2001 年 3 月に第 1 期生が卒業したため，2005・2010 年卒業生の回答のみ 

卒業生からみた在学生のキャリア教育に関する実態調査の結果



4. 在学生のキャリア意識を高めるためには重要だと思う授業形態

（名）0 100 200 300 400 500

①30 人以下の双方向の授業

③学生が自ら考えられる授業

④教員が一方的に知識を伝える授業

⑤企業 ・ 行政から講師を招く授業

⑥OB ・ OG を講師に招く授業

⑦インターンシップの授業

②コミュニケーションやプレゼン等を
通した学生参加型の授業

5. 大学卒業当時において身についた基盤的能力とその程度

（名）0 100 200 300 400 500
①課題発見力

③論理的思考力

④発信力

⑤傾聴力

⑥状況把握力

⑦実行力

⑧計画力

⑨管理力

②創造的思考力

6. これまでの職務経験から特に重要だと考えられる基盤的能力 3 つ
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⑨管理力

　在学生のキャリア意識を高めるために重要な

授業形態として， 全学部を総合した結果では

「②学生参加型の授業 （56％）」

「③学生が自ら考えられる授業 （54％）」 が

ほぼ同程度重要であると考えられていた。

学部別の上位３位は大きく異なっており， 特に

地域では他学部で重要度が低い④⑤が上位に

挙がっていた。

 ・ 教育 ： ①71％　②56％　③54％

 ・ 地域 ： ⑤72％　④54％　②46％

 ・ 工学 ： ②・③56％　　　　①50％

 ・ 応生 ： ②58％　③57％　⑦36％

　全学部を総合すると， 大学卒業当時において

の基盤的能力の修得程度は， いずれの項目で

も 「身についた」 に比べ 「やや身についた」 の

回答が多く， 双方を合わせると

「③論理的思考力 （70％）」 「⑤傾聴力 （68％）」

「⑥状況把握力 （67％）」 の順であった。

学部別の上位３位は以下の通りである。

 ・ 教育 ： ⑤80％　⑥75％　⑧70％　　 

 ・ 地域 ： ③79％　⑤77％　⑧69％

 ・ 工学 ： ③62％　⑤・⑧58％

 ・ 応生 ： ③75％　⑥72％　⑧62％

　全学部を総合した結果では， これまでの職務経

験から重要だと考えられる基盤的能力は多い順に

「⑦実行力 （48％）」 「④発信力 （41％）」

「③論理的思考力 （37％）」 の順であった。

学部別の上位３位は以下の通りである。

 ・ 教育 ： ⑦51％　①・④40％

 ・ 地域 ： ③49％　⑤44％　⑦46％

 ・ 工学 ： ③44％　④・⑦43％

 ・ 応生 ： ⑦47％　④42％　①37％

（名）

重要でない あまり重要でない やや重要である 重要である 回答無

身につかなかった あまり身につかなかった やや身についた 身についた 回答無

7. まとめ

　本学の卒業生は大学時代に多くの友人を作り， 専門分野の学習を深めると同時に幅広くいろいろな分野を学習することが大切だと

答えていました。 また卒業してから現在までの職務経験より， ９つの基盤的能力のうち 「実行力 （目的を設定し他者に働きかけ

協同して確実に実行する力）」 と 「発信力 （自分の意見を， 事例や客観的データ等を用いて聞き手の状況を理解しながらわかりやすく

伝える力）」 が特に重要であるとのことでした。

　在学生の皆さんには， 今後これらのことに心がけて大学生活を送られることを期待しています。

（文責　教育推進・学生支援機構 特任教授 坂口菜朋子）


